




 昭和49年度に全国の在宅患者1,000名の生活実態調査をした際、便秘するPMD

患者が全体の 30%もいることが明らかとなった。

  本症患者のように日常の食事摂取量の少ない上に、便秘による食欲の低下は、

患者の栄養状態に悪影響を及ぼすであろうことは必至と考えられる。


